お PS い合わせ巧一覧 


お願いとごミ主意 

一重要なお知6せ一 


SoftBank 940 P 


お困りのときや、ご不明な点などがございました5、お気軽に下記お問い含わせ窓□までご連絡くだ 
さい。 

電話番号はお間違いのないよラおかけください。 


—般電話 か S おかけの 場合 


ご契約地域 お問い台わせ巧 


北海道 • 青森県 • 秋田県 • 岩手県 • 山形県 • 宮城県 • 
福島県-新潟県-東京都-神奈川県-千葉県- 
埼玉県 • 茨城県 • 栃木県 • 群馬県 • 山梨県 • 長野県 • 
富山県-石川県-福井県 

総合案内 

©008呂 -240-1 已7 (無料） 

紛失-故障受付 

屬如08呂 -240-1] 3 (無料） 

愛知県-岐阜県-王重県-静岡県 

総合案内 

©008呂-24]-]己7 (無料） 

紛失-故障受付 

©008呂-24]-] ] 3撫料） 

大阪府-兵庫県-京都府-奈良県-滋賀県- 
和歌山県 

総合案内 

©008呂 -242-1 已7 (無料） 

紛失-故障受付 

喔 )008 呂 -242-1] 3 (無料） 

に島県 • 岡山県 • 山口県 • 鳥取県 • 島根県 • 徳島県 • 
香川県 • 愛媛県 • 高知県 • 福岡県 • 佐賀県 • 長崎県 • 
大分県-熊本県-宮崎県-鹿児島県-沖縄県 

総合案内 

©008呂 -2 已 0-1 己7 (無料） 

紛失-故障受付 

©00 吕呂 -2 已 0-1] 3 (無料） 


2012年3月第2版発行ソフトバンクモバイル株式会社 3TR100242AAA 

製造元；パナソニックモバイルコミュニケーションズ株式会社 S1109-1 


ソフトバンクモバイルお客さまセンター 


総合案内 


紛失-故障受付 


ソフトバンク携帯電話から 
157 (無料） 

ソフトバンク携帯電話から 
113 (無料） 


ソフト/ V ンクモ/レ n レ国際コ ー J レセンター 


ミ毎外からのお問い台わせおよび 
盗難-紛失のご連絡 
+8 1-3 -已3已 1-3491 (有料） 


携帯電話機の電波比吸収率 (SAR) について の財産権について 


この機種 940P の携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収 
に関する技術畐準に適合していまず。この技術基準は、人体 
頭部のそばで使用ずる携帯電話機などの無線機器か 5 送出さ 
れる電波び人間の健康に影響を及ぼさないよう、科学的根拠 
に畐づいて定め 5 れたものであり、人体頭部に吸収される電 
波の平均エネルギー量を表ず比吸収率 (SAR:Specific 
Absorption Rate) について、これが吕 W/kg ^ の許容値を 
超えないこととしていまず。この許容値は、使用をの年髓や 
身体の大きさに関係なく十分なを全率を含んでおり、世界保 
健機関 (WHO ) と協力関係にある国際非電離放射線防護委 
員会 (ICNIRP ) び示した国際的なガイドラインと同じ値に 
なっていまず。ずべての機種の携帯電話機は、発売開始前 
に、電波法に畐づき国の技術畐準に適合していることの証明 
( 巧術基準適合証明）を受ける必要びありまず。この携帯電 
話機 940P も財団法人テレコムエンジニアリングセンターか 
5 技術基準適合証明を受けており、 SAR は 0.41 9 W/k 呂で 
ず。この値は、技術畐準適合証明のために財団法人テレコム 
エンジニアリングセンターによって取得されたものであり、 
国び定めたちまに従い、携帯電話機の送信電力を最大にして 
測定された最大の値でず。個々の製品によって SAR にをか 
の差異び生じることちありまずが、いずれも許容値を満足し 
ていまず。また、携帯電話機は、携帯電話畐地局との通信に 
必要な最低限の送信電力になるよラ設計されているため、実 
際に通話している状態では、通常 SAR はよりルさい値とな 
りまず。 SAR について、さらに詳しい情報をお知りになり 
たいちは、次のホームページをご参照ください。 


総務省のホームページ 

http :// www . tele . soumu . 旨 o . jp / ン ele / index.htm 
社団法人電波産業会のホームページ 
h ttp :// www . a ri b-e m 1 0 「 g / 

※技術基準については、電波法関連省令（無線設備 
規則第14条の 2) で規定されています。 


「ソフトバンクのボディ SAR ポリシー」について 

当社では、ボディ SAR に関する技術基準として、米国連邦 
通信委員会 （ FCC ) の基準および欧州における情報を掲載し 
ています。 

詳細は「米国連邦通信委員会 ( FCC ) の電波ば<露の影響に 
関する情報」「欧州における電波ばく露の影響に関する情報」 
をご参照ください。ソフトバンクモバイルのホームページか 
らち内容をご確認いただけます。 

http://www.sof 比 ankmobile.co.jp/ja/info/public/emf/emf02.html 

* ボディ（身体） SAR とは：携帯電話機本体を身体に装着 
した状態で、携帯電話機にイヤホンマイク等を装着して連続 
通話をした場合の最大送信電力時での比吸収率 （ SAR ) の 
ことです。 

* * 比吸収率 （ SAR ) :日分間連続通話状態で測定した値を 
掲載しています。 

* * * 身体装着の場合：一般的な携帯電話の装着法として身 
体から].日センチに距離を保ち携帯電話機の背面を身体に向 
ける位置で測定試験を実施しています。電波ば<露要件を満 
たすためには、身体から].日センチの距離に携帯電話を固定 
出来る装身具を使用し、ベルトク U ップやホルスター等には 
金属部品の含まれていないちのを選んでください。 

比吸収率 （ SAR ) に関するさらに詳しい情報をお知りにな 
りたいちは下記のホームページを参照してください。 

Cellular Telecommunications & Internet Association 
( CTIA ) の ホー ムぺ ージ 
http :// www . phonefacts.net (英文のみ） 


■肖像権について 

他人か6無断で写真を撮6れたり、撮5れた写真を無断で公表されたり、利用されたりず 
ることがないよラに主張でさる権利が肖像権です。肖像権には、誰にでち認め5れている 
人格権と、タレントなど経済的利なに着目した財産権（パプリシティ権）があります。し 
たがって、勝手に他人やタレントの写真を撮って公開したり、配巧したりずることは違法 
行為となりまずので、適切なカメラ機能のご使用をむがけてください。 

■著作権について 

音楽、映橡、コンピュータ•プ□グラム、データべースなどは普作権るにより、その著作 
物および著作権者の権利がな護されていまず。こ5した著作物を複製ずることは、個人的 
にまたは家庭内で使用ずる目的でのみ行5ことびでさまず。上記の目的を超えて、権利ち 
①了辭なくこれを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上 
での配信などを行5と、「著作権侵害」「置作ち人格権信害」として損害賠償の請求や刑事 
姐罰を受けることびありまず。本製品を使用して複製などをなされるとさは、著作権るを 
廈守の5え、適切なご使用をむびけていたださまずよ5、お願いいたしまず。また、本製 
品にはカメラ機能が搭載されていまずび、本カメラ機能を使用して記録したちのにつさま 
してち、上記と同様の適切なご使用をむびけていただをまずよ5、お願いいたしまず。 


本製品は、 MPEG -4 Patent Portfolio License、AVC Patent Portfolio 
License 及び VC -1 Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、 
お客様び個人的かつ非営利目的においてな下に記載する行為に係る個人使用を除 
いてはライセンスされておりません。 

• MPEG -4 Visual 、 AVC 、 VC - 1の規格に準拠する動画似下、 MPEG -4 / 
AVC / VC -1 ビデオ）を記録する場合 

• 個人的占つ非営利的'活動に従事する消費者によって記録された MPEG -4/ 
AVC / VC -1 ビデオを再生する場合 

• MPEG - LA よりライセンスをうけた提供ち占、日入手された MPEG -4/ AVC / 
VC -1 ビデオを再生する場合 

詳細については米国法人 MPEG LA , L . L . C . 

( http :// www . mpegla . com ) をご参照く ださい。 


Blend 


アプ U ックス、 micr 日 JBIend 及び」 Blend 、 並 
びに、アプ U ックスまたは」巨 lend に関連する商 
標並びに□ゴは、米国、曰本国及びその他の国 
における株式会社アプ U ックスの商標または登 
録商標です。 


B 日 okSurfing ® は、株式会社セルシス、株式会社ボイジ巾一、株式会社インフオ 
シティの登録商標です。 


QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 


S1 


micr 日 SDHC □ゴは商標です。 


着ラた®、着ラたフル®は、株式会社ソニー•ミュージックエンタテイン ントの 
登録商標です。 


「待ちラた™」は KDDI 株式含社の商標です。 


本製品は、マイク□ソフト社の知的財産権により保護されています。マイク□ソフ 
卜をしくはマイク□ソフトによる承認を受けたテ会社からのライセンスを得ずに、 

本製品 W 外で技術の使用をし<は頒布を行ラことは禁止されています。 

コンテンツプ□バイダーは、本製品に含まれる Windows Media デジタル著作権管 
理技術 （ WM - DRM ) によってコンテンツの内容を保護し（切下、"保護コンテンツ- 
といいます)、 そのコンテンツの著作権を含む知的財産権び不正に利用されないよ5 
にしています。本製品は、保護コンテンツの再生に WM - DRM ソフトウェアを使用し 
ています。本製品の WM - DRM ソフトウェアの安全性び損なわれた場合、保護コンテ 
ンツの所有者は WM - DRM ソフトウェアによる本製品の保護コンテンツの複製、表 
示、再生を可能にする新ライセンス取得権の無効化をマイク□ソフトに要までさま 
す。無効化は、 WM - DRM ソフトウェアによる保護コンテンツ1；(外のコンテンツの再 
生能力に影響するをのではありません。インターネットをしくはパソコンから保護 
コンテンツのライセンスをダウン□ー ドする際に、巧効化された WM - DRM ソフト 
ウェア U ストび製品に送付されます。 Microsoft はライセンスとともに、保護コン 
テンツ所有者に代わり無効化 U ストを製品にダウン□ードする場合びあります。 


MPEG Audi 曰 Layer -3 音声圧縮ほ術は 、 Fraunhofer IIS および Thomson からラ 
イセンスを受けています。 


本製品に搭載している Windows Media Techn 日 lo 邑 y はマイク□ソフト社及び第 
兰ちの知的財産権により保護されています。本製品政外にマイク□ソフト社及び 
その関連会社の許可なくその技術を使用すること及び頒布することは禁止されて 
います。 


Windows Media®s Microsoft®s Windows ®、 Wind 日 ws Vista ® は米国 
Microsoft C 日の日 ration の米国およびその他の国における商標または登録商標で 
す。 


本書では各日 S (日本語版）を次のように記載しています 。 Windows Vista ® は、 
Windows Vista ® (Home Basic、Home Premium 、 Business 、 

Enterprise 、 Ultimate ) の略です。 Windows ® XP は、 Microsoft ® 

Windows ® XP Professional operatin 呂 system 、 または Micr 曰 soft ® 
Windows ® XP Home Edition 叩 eratin 呂 system の略です。 


本製品には GNU General Public License ( GPL)、GNU Lesser General Public 
License ( LGPL ) その他に基づきライセンスされるソフトウェアび含まれていまず。 
当該ソフトウェアに関する詳細は、本製品同捆の 「 GPL / LGPL 等適用ソフトウェ 
アのライセンスについて」をご参照ください。 


@Bluetootlf 


巨 luet 曰曰 th ® is a re 旨 istered trademark 
of the Bluetooth SIG , Inc . 


The Bluetooth word mark and I 曰旨曰 s 
are 曰 wned by the Bluetooth SIG , Inc . 
and any use of such marks by Panasonic Mobile G 曰 mmuni 巳 ati 曰 ns Co .. 
Ltd . is under license . 

Other trademarks and trade names are th 曰 se of their respective owners . 


本製品の Bluet 日日 th ソフトウエア-スタックは株式含社東芝び開発した 
Bluetooth ™ Stack for Embedded Systems Spec 2 .日を搭載しております。 


Windows は Micr 日 soft Windows 曰 peratin 旨 system の略称として表記してい 
ます。 

」 ava およびすベての Java 関連の商標および□ゴは、米国およびその他の国にお 
ける米国 Sun Microsystems . Inc . の商標または登録商標です。 


P 曰 wered by Mas 巳曰 tCapsule ® 

Masc 日 tCapsule ® is a registered trademark of HI CORPORATION 
©2009 HI CORPORATION . All Rights Reserved . 

静止画手ブレ補正は、株式会社モルフォの Ph 日 t 日 Solid を使用しています。 
PhotoSolid は株式会社モルフォの登録商標です。 


お願いとごま意 


■ご利用にあたって 

* 本機は、 3 G ち式と GSM ち式に対応しております。 

• USIM カードや、 USIM カード装着済の携帯電話を 
盗難•紛失された場合は、必ずお問い合わせ先（な 
お問い合わせ先一覧）までご連絡のうえ、緊急利用 
停止の手続きを行ってください。 

•事故や故障、修理などにより本機や microSD 力一 
ド x ‘ l こ登録したデータ（電話帳•画像•音楽など） 

が消失-変化したときの損喜につきましては、当社 
では責任を負いかねますのであ！5かじめご了承くだ 
さい。大切な電話帳などのデータは、控えをとって 
おかれることをおすすめします。 

•本機は、電波を利用しているため、特に屋内や地下 
街、トンネル内などでは電波が届きにくくなり、通 
話やデジタルテレビ視聴が困難になることがありま 
す。また、通話•デジタルテレビ視聴中に電波げ態 
の悪い場所へ移動すると、通話やデジタルテレビ映 
像が急に途切れることがありますので、あ5かじめ 
ご了承ください。 

•本機を公共の場所でご利用いただ<とさは、周囲の 
迭惑にな！5ないようにご注意くださし、。 

•本機は電波法に定め5れた無線局です。従って、電 
波法に冨づく検査を受けていただくことがありま 
す。あ5かじめご了承ください。 

•一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになっ 
ている近くで使用すると、雑音び入るなどの影響を 
与えることがありますので、ごを意ください。 

• microSD 力ード（市販）をご利用される場合は、 

あ5かじめ microSD 力ードの取扱説明書をよくお 
読みになり、ち全に正しくご使用ください。 


•傍受にごを意ください。 

本機は、デジタル信号を利用した傍受されにくい商 
品ですび、電波を利用している関係上、通常の手段 
を超える方法をと5れたときは第兰者が故意に傍受 
するケースもまったくないとは言えません。この点 
をご理解いただいたうえで、ご使用ください。 

傍受（ぼうじゅ）とは 

無線連絡の内容を第 E 者び別の受信機で故意または 
偶然に受信することです。 

•インターネットのヴイトには、悪質なちのや有喜な 
ものもあります。特に、個人情報の書き込みなどは 
慎重に行いましよラ。 

《本紙とクイックスタートでは、 「 microSD 力ード」、 
「 microSDHC 力ード」を 「 microSD 力ード」と記 
載しています。 

■お取り扱いについて 

•本機は防水仕様にはなっていません。水に濡5した 
り、湿度の高い所に置いたりしないでください。 
•雨の日にバッグのがのポケットに入れたり、手で 
持ち歩いたりしないでください。 

•エアコンの 吹き出し□に置かないでください。急激 
な溫度変化により結露し、内部が腐食する場合びあ 
ります。 

•洗面所などでは巧服に入れないでください。ポ 
ケットなどに入れて、身体をかびめると、巧面所 
に落としたり、水で濡らしたりする場合びありま 
す。 

-海辺などに持ち出すときは、バッグなどに入れて、 
海水びかかったり、直射日光び当たらないようにし 
て < ださい。 

•汗をかいた手で触ったり、汗をかいた巧服のポ 
ケットに入れたりしないでください。手や身体の 
汗が本機の内部に浸透し、故障する場合がありま 
す。 


• 本機の電池ノくックを長い間外していたり、電池残量のな 
いげ態で放置したりすると、お客様が登録-設定した内 
客が消失または変化してしまうことがありまずので、ご 
注意ください。なお、これ引こ関しまして発生した損害 
につさましては当社では責任を負いかねまずのであらか 
じめご了承ください。 

•本機は温度：日ご〜3己に、湿度： 3日％〜8己％の範 
囲でご使用ください。極端な高温やお溫環境、直射 
日光の当たる場所でのご使用、保管は避けてくださ 
い。 

• 使用中や巧電中は本機や電池パックが温かくなるこ 
とがありますが、異常ではありませんので、そのま 
まご使用ください。 

•電池パックの使用条件によっては、寿命び近づくに 
つれて電池パックが膨れることがありますび、ち全 
上問題はありません。 

•カメラ部分に、直射日光び長時間当たると、内部の 
カラーフィルターが変色して、映像が変色すること 
があります。 

•端子びミちれていると接軸が悪くなり、巧電不十分の 
原因となりますので、巧れたときは、端子を乾いた 
巧、綿棒などでふいてください。 

•お手入れの際は、乾いた柔5かいなでふいてくださ 
し、。また、アルコール、シンナー、ベンジンなどを 
用いると色があせたり、文字び薄くなったりするこ 
とがありますので、ご使用にな5ないでください。 

•本機のディスプレイを堅いをのでこすったり、傷つ 
けたりしないようごを意ください。 

•本機のディスプレイ部分の背面に、ラベルやシール 
を貼5ないでください。本機を開閉する際にラベル 
やシールが引つかかり、故障、破損の原因となりま 
す。 


•本機に無理な力びかかるような場所には置かないで 
<ださい。 

• 本機をズボンやスカートの後ろのポケットに入れ 
たまま、座席や椅子などに座らないでください。 
•荷物のつまった飽などに入れるときは、重たいも 
のの下にな5ないようにごを意ください。 

• 本機の銘板シールをはがさないでください。修理を 
お受けでをないことがあります。 

•電池パックを取りがすときは、必ず本機の電源を 
切ってか5取りがしてください。急速巧電器を接続 
して巧電しているときは、必ず急速巧電器を取りが 
したあと、本機の電源を切ってか！5取りがしてくだ 
さい。またデータの登録や メールの 送信などの動作 
中に電池パックを取りがすと、データが消失•変化’ 
破損することびあります。 

•液晶ディスプレイは非常に精密度の高い技術で作！5 
れていますび、画素夕けや常時点!打する画素があり 
ますのであ5かじめご了承ください。 

• 本機のが部接続端子に指定品切がのちのは取り付け 
ないでください。誤動作を起こしたり、本機が破損 
することがあります。 

•歩行中は、周囲の音が聞こえなくなるほど、イヤホ 
ンの音量を上げないでください。周囲の音が聞こえ 
にくくなり事故の原因となります。 

参本機を手に持って使用するときは、スピーカーをふ 
さがないようにごミ主意ください。 

•テレビアンテナを伸ばした状態でデジタルテレビを 
視聴しているときに通話する場合は、必ずテレビア 
ンテナを元の状態に収納してください。テレビアン 
テナを伸ばしたまま通話すると、お客様の目に入っ 
たり周囲の人へ迭惑を及ぼすことがあります。 


i 

こんなことはしないで！ ^ 

■ 

7ナーについて J 


18 ^ずお守り<ださい 

ご使用の前に、必ず「安全上のごま意」（な裏面）をお読みになり、正しく安全にお使い 
<ださい。 


端子を接触させないで！ 

金属類などで端テを接続すると义災や故 
障などの原因と 
なります。 


指定品なかはほわないで！ 

電池パックの漏液、発义や、故障などの 
原因となります。 




分解-改造しないで！ 

けび、感電などの原因となります。 



加熱しないで！ 

電池パックの破裂、発义などの原因とな 



濡 6をないで！ 


電池 パックは特にま 意！ 

発熱や感電、故障などの原因となりま 


扱いかたを誤ると、漏液や発熱、破裂、 

9 〇 ^ 


発义などの原因と . ^ . 



なりまず。 



綠 


•病院はもちろん映画巧などでも、電源を切りましよ 

う。 

•規行機巧で携帯電話が使用できる場をは、航空会社の 
指示に従い適切にご使用ください。 

•電車の中などでは車内アナウンスや掲示に従いましよ 

う。 

•運巧中の使用は、法律で禁止されていまず。 


マナーを守るための便利な機能 


マナーモード 


電話びかかってきたときなどに、着信音を鳴5 
さずに振動でお知5せします。 


電渡 OFF モード 


電源を入れたままで、電波の送受信を停止しま 
ず。 


簡易留守録 


電話に出!5れないときに相手の用件を本機に録 
音できまず。 


General Notes 


■ Electromagnetic Waves 


Fel に a は、ソニー株式会社び開発した非接触にカードの技術方式です。 
Fel に a はソニー株式会社の登録商標です。 

は、フエ U カネットワークス株式会社の登録商標です。 

「おサイフケータイ」は、株式会社 NTT ドコモの登録商標です。 


本製品は、インターネット機能として株式会社 
access の NetFront を搭載しています。 

MoMe OentSuite NetFront は株式会社 access の日本およびその他 
の国における登録商標または商標です。 

. _ 本製品の一部分に Independent JPEG Group び開 

AC^Eoo 発したモジュールび含まれています。 


IrFront は、曰本国およびその他の国における株式会社 A 巳巳 ESS の商標または登 
録商標です。 

The IrDA Feature Trademark is owned by the Infrared Data Association 
and used under license therefrom . 


本製品は Adobe Systems Incorporated による 
円 ash ®、 Flash ® Lite ™ および/もしくは Reader ® 技 
術を含んでいます。 

Copyright © 1目9己-吕〇08 Adobe Macromedia 
Software しし C . All rights reserved . 

Ad 加 e 及び円 ash はアドビシステムズ社の商標です。 


本機に搭載している「ケータイ T 00 L < 辞書>」は、「株式会社学習研究社の英 
あ-和英-国語辞書」を使用しています。 


SOFTBANK およびソフトバンクの名称、□ゴは曰本国およびその他の国におけ 
るソフトノ くンク株式会社の登録商標または商標です。 


TV コール、 S ! アフリ、ナビアフ U 、 SIGPS ナビ、生ミ舌アフ U 、 S ! メール、きせ 
かえアレンジ、デコレメール、 S ! 情報チャンネル、 PC サイトブラウヴ、お天気ア 
イコン、 S 健報ニュース、 S ! 電話帳バックアッフ、劳こ、遠隔□ック、 S -1 バトル、 
コンテンツ得バック、還べるかんたん、モバイルウイジ I ットはソフトバンクモ 
ノ くイル株式会社の登録商標または商標です。 

「 Yahoo !」 および 「 Yahoo !」「 Y !」 の□ゴマークは、米国 Yahoo ! Inc . の登録商 
標または商標です。 


本製品は 、 InterDigital Technolo 吕 y 社か5のライセンスに基づき生産.販売さ 
れています。 


その他、本書に記載されている会社名および製品名は、各社の登録商標または商 
標です。 


本機に搭載のソフトウ I アは着作物であり、著作権、着作を人格権などをはじめ 
とする着作ち等の権利び含まれており、これらの権利は着作権法によりな護され 
ています。ソフトウェアの全部または一部を複製、修正あるいは改変したり、 
八ードウ王ア占、5分離したり、逆アセンブル、逆コンバイル、 I 」バースエンジニ 
ア IJ ング等は行わないでください。 

第云者にこのよラな行為をさせることを同様です。 


「スピードセレクター」は、兰菱電機株式会社の登録商標です。 


• For body worn operation, this mobile phone has 
been tested and meets RF exposure guidelines 
when used with an accessory containing no metal 
and positioning the handset a minimum 1 己 mm 
from the body. Use of other accessories may not 
ensure compliance with RF exposure guidelines. 

■ FCC Notice 

• This device complies with part 1 已 of the FCC 
Rules. Operation is subject to the following two 
conditions: 

(1) This device may not cause harmful 
interference, and 

(2) this device must accept any interference 
received, including interference that may cause 
undesired operation. 

参 Changes or modifications not expressly approved 
by the manufacturer responsible for compliance 
could void the user's authority to operate the 
equipment. 

■ FCC RF Exposure Information 

Your handset is a radio transmitter and receiver. It is 
designed and manufactured not to exceed the 
emission limits for exposure to radio frequency (RF) 
energy set by the Federal Communications 
Commission of the U.S. Government. 

The guidelines are based on standards that were 
developed by independent scientific organization 
through periodic and thorough evaluation of scientific 
studies. The standards include a substantial safety 
margin designed to assure the safety of all persons, 
regardless of age and health. 

The exposure standard for wireless handsets 
employs a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR limit set 
by the FCC is 1.6 W/kg. The tests are performed in 
positions and locations (e.g. at the ear and worn on 


the body) as required by the FCC for each model. 

The highest SAR value for this model handset as 
reported to the FCC when tested for use at the ear is 
0.331 W/kg, and when worn on the body in a holder 
or carry case, is 0.34 日 W/kg. Body-worn Operation ： 
This device was tested for typical body-worn 
operations with the back of the handset kept 1.5 cm 
from the body. To maintain compliance with FCC RF 
exposure requirements, use accessories that 
maintain a 1 .已 cm separation distance between the 
user's body and the back of the handset. The use of 
beltclips, holsters and similar accessories should not 
contain metallic components in its assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these 
requirements may not comply with FCC RF exposure 
requirements, and should be avoided. The FCC has 
granted an Equipment Authorization for this model 
handset with all reported SAR levels evaluated as in 
compliance with the FCC RF emission guidelines. SAR 
information on this model handset is on file with the 
FCC and can be found under the Display Grant 
section of 

http://www.fcc.gov/oet/ea/ after searching on FCC 
ID UCE 209020 A. 

Additional information on Specific Absorption Rates 
(SAR) can be found on the Cellular 
Telecommunications & Internet Association (CTIA) 
website at http://www.phonefacts.net. 

■ European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and 
receiver. It is designed not to exceed the limits for 
exposure to radio waves recommended by 
international guidelines. These guidelines were 
developed by the independent scientific organization 
ICNIRP and include safety margins designed to 
assure the protection of all persons, regardless of 
age and health. 

The guidelines use a unit of measurement known as 


the Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR limit 
for mobile devices is 2 W/kg and the highest SAR 
value for this device when tested at the ear was 
0.401 W/ kg*. As mobile devices offer a range of 
functions, they can be used in other positions, such 
as on the body as described in this guide**. 

In this case, the highest tested SAR value is 0.718 
W/kg. As SAR is measured utilizing the devices 
highest transmitting power the actual SAR of this 
device while operating is typically below that 
indicated above. This is due to automatic changes to 
the power level of the device to ensure it only uses 
the minimum level required to reach the network. 

The World Health Organization has stated that 
present scientific information does not indicate the 
need for any special precautions for the use of mobile 
devices. They note that if you want to reduce your 
exposure then you can do so by limiting the length of 
calls or using a hands-free device to keep the mobile 
phone away from the head and body. 

• The tests are carried out in accordance with 
international guidelines for testing. 

が Please see Electromagnetic Waves for important 
notes regarding body worn operation. 

■ Declaration of Conformity 

(¢0168 

We, Panasonic Mobile Communications Development 
of Europe Ltd., declare that SoftBank 94 OP conforms 
with the essential and other relevant requirements of 
the directive 1999/5/EC. 

A declaration of conformity to this effect can be 
found at 

http://panasonic.net/pmc/support/index.html 

• This product is only intended for sale in Japan. 

• Compliance to the European RITE cNrective applies 
to: SoftBank 940P handset, Battery (PMBASl) 
and AC Charger (SoftBank ZTDAAl). 
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■機能制限について 

本機を機種変更、解約したときは、下記の機能が利用 

できなくなります。また、本機を長時間使用しなかっ 

た場合も利用できなくなる可能性びあります。 

カメラ/デジタルテレビ/ミュージックプレイヤー/ 

S ! アプリ/生活アプリ 

■タッチ機能のご利用にあたって 

•お買い上げ時にディスプレイに貼5れているシート 
をはがしてか5、お使いください。また、市販の 
シールなどを貼!5ないでください。 

参ディスプレイの表面を、ペンなどの先の尖ったもの 
や m 先、手袋をした指で操作したり、異物をディス 
プレイに載せたまま操作すると、正しく動作しない 
ことびあります。 

■モバイルカメラについて 

•カメラ機能は、一般的なモラルを守ってご使用くだ 
さい。 

•カメラのレンズに太陽の光が進入するが態で放置し 
ないでください。レンズの集光作用により、故障の 
原因となります。 

•大切なシーン（結婚式など）を撮影される場合は、 
必ず試し撮りをし、画像を再生して正しく撮影され 
ていることをご確認ください。 

•カメラを使用して撮影した画像は、個人として楽し 
む場合などを除き、著作権者（撮影者）などの許諾 
を得ることなく使用したり、乾送することはできま 
せん。 

• 撮影び禁止されている場所での撮影はおやめくださ 
い。 


■おサイフケータイについて 
似下によりお客様に損喜が生じた場合、当社は責任を 
負いかねますのであ5かじめご了承ください。 

•故障または修理の際ににカード内のデータや設定し 
た内容び消失/変化した場合。 

•万一、お客様びおヴイフケータイ®対応携帯電話を 
盗難-紛失され、にカード内のデータが不正に利用 
されてしまった場合。 

■通話時間/料金の設定について 
ご契約の内容によっては、通信料金表示機能が利用で 
きないことがあります。このときは、通話料金上限設 
定ち利用でをません。 

■お買い上げ時の状態に戻す操作について 
リセットした内容は元に戻すことはできませんので、 
十分にごを意ください。 

•設定内容をお買い上げ時の状態に戻すには、待受画 
面で因一設定ー セキュリティ 設定一設定 リセット ー 
端末暗証番号を入力一 YES 
•設定リセットに加えて電話帳やデータフォルダなど 
の登録内容をすべて消去し、お買い上げ時の状態に 
戻すには、待受画面で田一設定ー セキュリティ 設定 
ー オールリセッ トー端末暗証番号を入力一 YES 
一 YES の後、自動的に電源が切れたあと、再び電 
源が入ります。 


■ SSL/TLS について 
SSL (Secure Sockets Layer ) と TLS 
(Transport Layer Security ) とは、データを暗号 
化して送受信するためのプロトコル（通信規約）で 
す。 SSL / TLS 接続時の画面では、データを暗号化し、 
プライバシーに関わる情報やクレジットカード番号、 
企業秘密などをま全に送受信することがでを、盗聴、 
改ざん、なりすましなどのネット上のを険か5保護し 
ます。 

本機では、あ5かじめ認証機関か5発行されたヴー 
バー証明書が登録されており、待受画面で因一 
Yahoo ! 一設定 （ PC ヴイトの場合、 

PC ヴイトブラウザ ー PC サイトブラウザ 設定）一 
セキュリティールート 証明書表示か!5、証明書の内容 
を確認することがでさます。 

SSL/TLS 利用に関するごを意 

セキュリティで保護されている情報画面を表示する場 
合、お客様は自己の判断と責任において SSL / TLS を 
利用することに同意されたちのとします。お客様自身 
による SSL / TLS の利用に際し、ソフトバンクおよび 
認証会社である日本べリヴイン株式会社、サイパ’ート 
ラスト株式会社、エントラストジャパン株式会社、グ 
□-バルヴイン株式会社、 RSA セキュリティ株式会 
社、セコムトラストシステムズ株式会社は、お客様に 
巧し SSL / TLS のま全性などに関して何！5保証を行う 
ちのではありません。万一、何5かの損喜びお客様に 
発生した場合でち一切責任を負うものではありません 
ので、あ5かじめご了承願います。 


■ Bluetooth ® について 


本機の团 uetooth ® 機能の周波数帯では、電子レンジ 
などの産業•科学-医療用機器や、工場の製造ライン 
等で使用されている構内無線局、アマチュア無線局な 
ど（切下、「他の無線局」と略す）が運用されていま 
す。他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記 
の事項にミ主意してご使用ください。 

1 Bluetooth ® 機能を使用する前こ、近くで同じ周波 
数帯を使用する「他の無線局」が運用されていない 
ことを確認してください。 

2万一、 Bluetooth ® 機能の使用にあたり、本機と 
「他の無線局」との間に電波干渉の事例が発生した 
場合には、速やかに使用場所を変えるか、 
Bluetooth ® 機能の使用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3その他不明な点やお困りのことが起きたときに 
は、次の連絡先へお問い合わせください。 
連絡先： ソフトバンクモバイルお客さまセンター 
ソフトバンク携帯電話か51日7 (無料） 
※一般電話か5おかけの場合、「お問い合 
わせ先一覧」を参照してください。 


2.4 FH 1 I この無線機器は、 2.4 GHz 帯を使用します。 
■■■ 変調ち式として FH - SS 変調ち式を採用し、 
与干渉距離は 10 m 似下です。 



























































































まを上のごま意 


■ご使用の前に、この「ま全上のごま意」を 
よくお読みのラえ、正しくお使いくださ 
し、。また、お読みになったあとは大切に保 
管してください。 

■ここに示したま意事頂は、お使いになる人 
や、他の人への危害、財産への損害を未然に 
防ぐための内容を記載していますので、必ず 
お守り < ださい。 

■本製品の故障、誤動作または不具合などによ 
り、通話などの機会を逸したために、お客 
様、または第兰ちび受け5れた損害につきま 
しては、当社は責任を負いかねますのであ5 
かじめご了承ください。 

■次の表示の区分は、表示内容を守5ず、誤った 
使用をした場合に生じる危害や損害の程度を説 
明していまず。内容をよく理解したうえで本文 
をお読みください。 

この表示は、取り扱いを誤った場 
合、「死 t または重傷を負ラを険が 
切迫して生じることが想定される」 
内容です。 

この表示は、取り扱いを誤った場 
合、「死 t または重傷を負う可能性 
が想定される」内容です。 


この表示は、取り扱いを誤った場合、 
「傷喜を負う可能性び想定される場合 
および物的損喜のみの発生が想定さ 
れる」内容です。 


A ち除 


A 警告 


A 注意 


■次の絵表示の区分は、お守りいただく内容 
を説明しています。内容をよく理解したラ 
えで本文をお読みください。 


0 

禁止（してはいけないこと）を示します。 

煙) 

分解してはいけないことを示します。 

^水がかかる場所で使用したり、水に濡5 
^ したりしてはいけないことを示します。 


濡れた手で扱ってはいけないことを示し 
ます。 

〇 

指示に基づく行為の強制（必ず実行して 
いただくこと）を示します。 


電源プラグをコンセントか5巧いていた 
だくことを示します。 


本機、電池パック、 USIM 力ード、 

巧電器（オプション品)、 
microSD カード（オプション品）の 
取り扱いについて（共通） 


么ちお 


0 ■高温になる場所（乂のそば、暖房器具のそ 
ば、直射日光の当たる場所、炎天下の車内な 
ど）で巧電-使用-放置しないでください。 
また、暖かい場所や熱のこもりやすい場所 
(こたつや電気毛布の中、携帯カイ□のそば 
のポケット内など）においても同様の危険が 
ありますので、巧電•放置•使用-携帯しな 
いで < ださい。 

機器の変形 • 故障や電池 y くックの漏液 • 発熱 • 
発火•破裂の原因となります。また、ケース 
の一部び熱くなり、やけどなどの原因となる 
ことびあります。 

■本機に電池パックを取り付けたり、巧電器を 
接続する際、うまく取り付けや接続ができない 
ときは、無理に行わないでください。電池パッ 
クや端子の向きを確かめてから、取り付けや接 
続を行ってください。 

電池パックを漏液-発熱-破裂-発火させる 
などの原因となります。 


® ■分解-改造-ノ V ンダ付けなどお客様による 
f 彦理をしないで < ださい。 

火災-けび-感電などの事故または故障の原 
因となります。また、電池パックの漏液•発 
熱•破裂-発火などの原因とな0ます。電話 
機の改造は電波法違反となり、罰則の対象と 
なります。 


■濡らさないでください。 

y 水やぺットの尿などの液体び入ったとさに、 
濡れたまま放置したり、濡れた電池パックを 
充電すると、発熱•感電•火災•けび•故障 
などの原因となります。使用場所、取り扱い 
にご注意ください。 


〇 ■本機に使用する電池パック•充電器（オプショ 
ン品）.卓上ホルダー（オプション品）は、ソフ 
トバンクが指定したものを使用してくださし、。 

指定品!;1外のをのを使用した場合は、電池 
パックの漏液-発熱-破裂-発火や、充電器 
の発熱-発火-故障などの原因となります。 


A 警告 


0 ■本機-電池パック-巧電器を、加熱調理機 
器（電子レンジなど）-高圧容器 
(圧力蓋など）の中に入れたり、電磁調理器 
( IH 調理器）の上に置いたりしないでくださ 
い。 

電池パックの漏液-発熱•破裂-発火や、本 
機と充電器の発熱-発煙-発火-故障などの 
原因となります。 

■落としたり、投げたりして、強い衝撃を与 
えないで < ださい。 

電池ノ ックの漏液-発熱-破裂 • 発火や火災 • 
感電-故障などの原因となります。 

■巧電端子や外部接続端子、 microSD カー 
ドス□ットに水やぺットの尿などの液体や導 
電性異物（鉛筆のおや金属片、金属製のネッ 
クレス、ヘアピンなど）が触れないようにし 
てください。また内部に入れないようにして 
<ださい。 

ショートによる火災や故障などの原因となり 
ます。 


まを上のごま意 


〇 ■高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子 
機器の近くでは、本機の電源を切ってくださ 
い。 

電子機器び誤動作するなどの影響を与える場 
合びあります。 

《ごま意いたださたい電子機器の例 
補聴器-植込み型必臓ペースメーカ-植込み 
型除細動器-その他の医用電気機器-火災報 
知器•自動ドア-その他の自動制御機器など 

■本機の電波により運航のま全に支障をきた 
す恐れがあるため、航空機内では電源をお切 
り < ださい 

機内で携帯電話び使用でさる場合は、航空会 
社の指示に従い適切にご使用ください。 

■む臓の弱い方は、着信時のバイブレーシヨ 
ン（振動）や着信音量の設定に注意してくだ 
さい。 

必臓に影響を与える恐れびあります。 

■屋外で使用中に雷が鳴りだした!5、ただち 
に電源を切って屋内などのま全な場所に移動 
して < ださい。 

落雷や感電の原因となります。 


A を意 


0 ■車両電子機器に影響を与える場合は使用し 
ないで < ださい。 

本機を自動車内で使用すると、車種によりま 
れに車両電子機器に影響を与え、安全走行を 
損なラ恐れびあります。 


0 ■本機に磁気カードなどを近づけたり、挟ん 
だりしないで<ださい。 

キャッシュカード-クレジットカード-テレ 
ホンカード-フ□ッピーディスクなどの磁気 
データび消えてしまラことびあります。 

■ストラップなどを持って本機をふり回さな 
いで < ださい。 

本人や周囲の人に当たったり、ストラップび 
切れた0して、けびなどの事故や故障および 
破損の原因とな0ます。 

■着信音が鳴っているときや、本機でメ〇 
デイを再生しているときなどは、スピーカー 
に耳を近づけないでください。 

難聴になる可能性びあります。 


〇 ■本機を長時間ご使用になる場合、特に高ミ豆 
環境では熱くなることびありますので、ごを 
意ください。 

長時間肌にみれたまま使用していると、低温 
やけどになる恐れびあります。 

■本機を開閉する際は、指やストラップなど 
を挟まないようご注意ください。 

けびなどの事故や破損の原因となります。 
■デジタルテレビを視聴するときは、巧分明 
るい場所で、画面からある程度の距離を空け 
てご使用ください。 

視力低下につなびる可能性びあります。 

■イヤホンを使用するときは音量に気をつけ 
て < ださい。 

長時間使用して難聴になったり、突然大さな 
音び出て耳をいためたりする原因となりま 
す。 


〇 ■本機の使用により、皮膚に異常び生じた場 
合は、ただちに使用をやめて医師の診察を受 
けて < ださい。 

本機では材料として金属などを使用していま 
す。お客様の体質や体調によっては、かゆみ • 
かぶれ-湿疹などび生じることびあります。 

使用箇所►材質/表面処理 
外装ケース（ディスプレイ面） 

► PC 樹脂/スズ蒸着、アク U ル系 UV 硬化塗装 
処理 

外装ケース（操作ボタン面、電池面、電池力 
バー ) 

► ABS 樹脂/アク U ル系 UV 硬化塗装処理 

サイドボタン、 MULTI / ウィジェットボタン 

► ABS 樹脂/アク U ル系 UV 硬化塗装処理 

ディスプレイパネル 

►強化ガラス、 PET 樹脂/表面八ードコート 

アウトカメラレンズ音15 

►アク U ル樹脂/表面八ードコート 

アウトカメラパネル ►PC 樹脂 
操作ボタン 

► PC 樹脂/アク U ル系 UV 硬化塗装処理 

シャッター ボタン 

► PC 樹脂/アル三蒸着、アク U ル系 UV 硬化塗 
装処理 

スピードセレクター 

► PC 樹脂/アル三蒸着、アク U ル系 UV 硬化塗 
装処理 

外部接続端子キャップ 

► PC 樹脂、エラストマー樹脂/アク U ル系 U 
V硬化塗装処理 


使用箇所►材質/表面処理 

スライド レール 

►ステンレス鋼/フッ素塗装処理 

ディスプレイ部背面 

► ABS 樹脂/アク U ル系 UV 硬化塗装処理 

充電端子 

►りん青銅/金メッキ処理（下地ニッケルメッ 
キ） 

背面ネジカバー ►PET 樹脂 

テレビアンテナ上段 

► ABS 樹脂/アク U ル系 UV 硬化塗装処理 

テレビアンテナ中段►ステンレス鋼 

テレビアンテナ下段 ►NiTi 合金 

テレビアンテナ根元ヒンジ上部►ステンレス鋼 

テレビアンテナ根元ヒンジ下部 

►黄銅/スズコバルトメッキ 

テレビアンテナ根元キヤップ部 ► PET 樹脂 

フラッシュ/フォ トライトレンズ部 ►PC 樹脂 

ネジ（電池収納部） 

►アル三キルド鋼/ニッケルメッキ処理 

電池収納面 ►►PC 樹脂 

電池端子コネクター本体 ► PPS 樹脂 

電池端子 

►ベ UU ウム銅/金メッキ処理（下地ニッケル 
メッキ） 

電池パック本体►樹脂部： PC 棚旨 
ラベル： PET 棚旨 

電池パック端子部 

►ガラスエポキシ基板/金メッキ処理（下地 
ニッケルメッキ） 


暗証ま号について 


お買い上げ品の確認 


■940 P 本体 



■電池パック （ PMBAS 1) 



■クイックスタート 
■お願いとご注意（本紙) 


♦本機の巧電には、ソフトバンクび指定した巧電器（オプ 
ション品）を使用してください。 

• 本機の巧電器および、その他の付属品•オプション品に 
つきましては、お問い合わせ先（なお問い合わせ先一 
覧）までご連絡ください。 

•電池パックは、オプション品としても取り扱っていまず 
•この製品には、リチウムイオン電池を使用 略 

していまず。リチウムイオン電池はリヴイ も A 

クル可能な貴重な資源です。 

Li-ion 00 


PIN つード 


USIM 力ードには、 「 PIN コード」と 「 PIN 2 コー 
ド」という2つの暗証番号があります。 
お買い上げ時は、どちらも「9999」に設定さ 
れています。 


PIN コード 

第王をによる無断使用防止のため、 
電源日 N 時に入力する4〜8巧の暗 
証番号です。 

PIN 2 

コード 

通話料金のを設定に使用する暗証 
番号です 


■ PIN コードの設定 
① 待受画面で設定 
⑥セキュリティ設定^口11\1認話^端末暗証ま号 
を入力一 PIN コード入力 設定 一 ON 馆効)/ 
OFF (無効） 

③円 N コードを入力 

-設定中は電源 ON 時に PIN コードを入力しない 
と緊急電話番号 (1 10/1 19/1 18) 発信を 
含む携帯電話の操作びでさません。 


PUK / PUK 2 にこ)し、て 

PIN コードまたは PIN2 コードの入力を3回間違える 
と、円 N/ 円N2コードび□ックされます。 PUKX 
PUK2 は、この円 N □ックを解除するための暗証ま 
号です。 

• PUK / PUK 2 につし、ては、お問い合わせ先（なお問い 
合わせ先一覧）までご連絡ください。 


本機の使用にあたっては、次の暗証ま号が必要に 
なります。 


端末 

暗証番号 

4〜8巧の暗証番号で、各機能を利 
用するときに使います。 

(お買い上げ時は「9999」に設定 
されています） 

交換機用 
暗証番号 

ご契約時に登録する4巧の番号で 
す。契約内容の変更やオプション 
サービスを一般電話から操作する 
ときに使います。 

発着信 
規制用 
暗証番号 

ご契約時に登録する4巧の番号で 
す。本機で発着信規制サービスの 
設定を行うとさに使用します。 


•各暗証番号はお忘れにならないよラ、また、 
他人に知られないよラご注意ください。 
•他人に知られ悪用されたとさは、その損害に 
ついて当社では責任を負いかねますので、あ 
らかじめご了承ください。 

• 各機能で暗証番号の入力を間違えると間違 
いを知らせるメッセージが表示されます。 
操作をやり直してください。 

• 発着信規制用暗証番号の入力を3回間違え 
たとをは、発着信規制サービスの設定変更 
がでさな<なります。 

このとをは、発着信規制用暗証番号と交換 
機用暗証番号の変更が必要となりますの 
で、ごを意ください。 


■端末暗証番号の変更 
①待受画面で 設定 
⑥ セキュリティ 設定^お註ま号愛更 
③現在の端末暗証ま号を入力^新しい端末暗証 
番号を入力一 YES 

■交換機用暗証番号の変更 

暗証番号を変更するには手続さが必要となりま 

す。（なお問い台わせ巧一覧） 

■発着信規制用暗証番号の変更 
①待受画面で田■- 設定 
⑥ 通話設定^巧着信規制^規制お註番号 
③現在の規制暗証ま号を入力^新しい規制暗証 
ま号を入力^もラー度新しい規制暗証番号を 
入力 



〇 ■プ□パンガス、ガソリンなどの引乂性ガス 
や粉塵の発生する場所（ガソリンスタンドな 
ど）では、必ず事前に本機の電源をお切りく 
ださい。また、巧電もしないでください。 

ガスに弓 I 火する恐れびあります。 

ガソ U ンスタンド構内などでおサイフケータ 
イ®対応携帯電話をご利用になる際は、電源 
を切った状態で使用してください。（にカー 
ド□ックを設定されている場合は、□ックを 
解除した上で電源をお切りください。） 

■使用中、巧電中、保管時に、異音-発煙- 
異臭など、今までと異なることに気づいたと 
きは、巧の作業を行ってください。 

1. 充電器を持ってプラグをコンセントから 
抜いてください。 

2. 本機の電源を切ってください。 

3.やけどやけびにま意して、電池パックを 
取り外してください。 

異常な状態のまま使用すると、火災や感電な 
どの原因となります。 


A を意 


0 B ぐらついた台の上や傾いた所など、 

不ま定な場所に置かないでください。 

落下して、けびや故障などの原因となります。 
バイブレーション（振動）を設定中や充電中 
は、特にご注意ください。 


〇 ■乳幼巧の手の届かない場所に保管してくだ 
さい。 

誤って飲み込んだり、けびなどの原因となります。 

■子供が使用する場合は、保護をが取り扱い 
方法を教えてください。使用中においても、 
指示どおりに使用しているかをご注意くださ 
い。 

けびなどの原因となります。 



■電池パックのラべ 
ルに記載されている 
表示により、電池の 


表示 

電池の種類 

Li-ion 00 

リチウムイオン電池 


種類を確認した上で、ご利用-処分をしてください。 


0 ■乂の中に投下しないでください。 

電池パックを漏液-破裂-発火させるなどの 
原因となります。 

■釘を刺したり、 ノ V ンマーで たたいたり、踏 
みつけたり、強い衝撃を与えないでくださ 
い。 

電池パックを漏液-発熱-破裂-発火させる 
などの原因となります。 

■電池パックの端子に、針金などの金属類を 
接触させないでください。また、導電性異物 
(鈴筆のおや金属片、金属製のネックレス、 
ヘアピンなど）と一緒に電池パックを持ち運 
んだり保管したりしないで<ださい。 

電池パックを漏液-発熱-破裂-発火させる 
などの原因となります。 


〇 ■電池パック内部の液が眼の中に入ったとき 
は、こすらず、すぐにきれいな水で洗い流 
し、ただちに医師の診察を受けてください。 

失明などの原因となります。 


ソ\警告 


〇 ■電池パック内部の液び皮膚やを服に付着し 
た場合は、ただちに本機の使用をやめ、きれ 
いな水で巧い流してください。 

皮膚に傷害を起こすなどの原因となります。 
■所定の巧電時間を超えてち巧電が完了しな 
い場合は、巧電を中止してください。 

電池パックを漏液-発熱-破裂-発火させる 
などの原因となります。 

■電池パックの使用中-巧電中-保管時に、 
異臭•発熱•変色-変形など、今までと異な 
ることに気づいたときは、やけどやけびに注 
意して電池パックを取り外し、さらに乂気か 
5遠ざけてください。 

異常な状態のまま使用すると、電池パックを 
漏液-発熱-破裂-発火させるなどの原因と 
なります。 


A ま局 


0 ■不要になった電池パックは、一般のゴミと 
一緒に捨てないでください。 

端子にテープなどを貼り、個別回収に出す 
か、最寄りの「ソフトバンクショップ」へお 
持ち<ださい。電池を分別している市町村で 
は、その規則に従って処理して<ださい。 



0 ■自動車、バイク、自転車などの乗り物の運 
転中には使用しないでください。 

交通事故の原因となります。 

乗り物を運転しなびら携帯電話を使用するこ 
とは、法律で禁止されてお0、罰則の対象と 
なります。 

運転者び使用する場合は、駐停車び禁止され 
ていない安全な場所に止めてからご使用 < だ 
さい。 

■ホが線ポートを目に向けて送信しないでく 
ださい。 

目に影響を与える可能性びあります。 

■フラッシュ/フオトライトの発光部を人の 
目に近づけて点な発光させないでください。 
また、フラッシュ/フオトライト点丹時は発 
光部を直視しないよラにしてください。 
同様にフラッシュ/フオトライトを他の人の 
目に向けて点丹させないでください。 

視力低下などの傷害を起こす原因とな0ま 
す。 

特に乳幼児に対して至近距離で撮影しないで 
ください。 

また、目びくらんだり、驚いたりしてけびな 
どの事故の原因となります。 



巧電器（オプション品）の取り扱いに 
ごいて 


A 警告 


0 ■巧電中は、巧や布団でおおったり、包んだ 
りしないで < ださい。 

熱びこちって火災や故障などの原因となります。 

■指定な外の電源-電圧で使用しないでくだ 
さい。 

指定!;!外の電源-電圧で使用すると、火災や 
故障などの原因となります。 

急速充電器： AC100V 〜24日V (家庭用 AC 
コンセント専用） 

シガーライター充電器（オプション品）： 
DC12V - 24V (マイナスアース車専用） 

■シガーライター巧電器（オプション品） 

は、マイナスアース車専用です。プラスアー 
ス車には絶巧に使用しないでください。 

火災などの原因となります。 

■雷が鳴り出した5、巧電器には軸れないでく 
ださい。 

感電などの原因となります。 


€) 5驭認巧 電器のプラグを巧き差しし な 

感電や故障などの原因となります。 


〇 ■シガーライター巧電器（オプション品）の 
ヒューズが切れたときは、必ず指定のヒュー 
ズに交換してください。 

指定!;!外のヒューズを使用すると、火災や故 
障の原因となります。指定のヒューズに関し 
ては、シガーライター充電器の取扱説明書で 
ご確認ください。 

■プラグにほこりびついたときは、巧電器を 
持ってプラグをコンセントか5巧き、乾いた 
巧などでふき取ってください。 

火災の原因となります。 

■巧電器をコンセントに差し这むときは、卓 
上ホルダーの端子および充電器のプラグや端 
子に導電性異物（鈴筆のおや金属片、金属製 
のネックレス、ヘアピンなど）が触れないよ 
うにを意して、確実に差し込んでください。 
_感電-ショー j- • 火災などの原因となります。 

■長時間使用しない場合は、充電器を持って 
^プラグをコンセントから巧いてください。 
感電•火災-故障の原因となります。 

■万一、水やぺットの尿などの液体び入った 
場合は、ただちに巧電器を持ってプラグをコ 
ンセントやシガーライターソケットか5巧い 
て < ださい。 

感電-発煙-火災の原因となります。 


_ A を局 _ 

〇 ■巧電器をコンセントやシガーライターソ 
ケットか!3巧くときは、コードを引っ張らず、 
巧電器を持ってプラグを巧いてください。 

コードを引っ張るとコードび傷つさ、感電や 
火災などの原因となります。 


C ■お手入れの際は、コンセントやシガーライ 
ターソケットから、必ず巧電器を持ってプラ 
グを巧いてください。 

感電などの原因となります。 



ここで記載している内容は、「医用電気機器への電 
波の影響を防止するための携帯電話端末筹の使用に 
関する指針」（電波環境協議会[平成9年4月])に 
準拠、な5びに「電波の医用機器等への影響に関す 
る調査研究報告書」（平成13年3月「社団法人電波 
産業会」）の内容を参考にしたものです。_ 

〇 ■植&み型む臓ペースメーカおよび植込み型 
除細動器を装着されている場合は、ペース 
メーカ等の装着部位か5 22 cmm 上離して携 
行および使用してください。 

電波によ0植込み型必臓ペースメーカおよび 
植込み型除細動器の作動に影響を与える場合 
びあります。 


〇 ■自宅療養など医療機関のがで、植込み型む 
臓ペースメーカおよび植込み型除細動器が 
の医用電気機器を使用される場合には、電波 
による影響につしで個別に医用電気機器メー 
力などに確認してください。 

電波により医用電気機器の作動に影響を与え 
る場合びあります。 

■医療機関などでは、ソ下を守ってください。 
本機の電波により医用電気機器に影響を及ぼ 
す恐れがあります。 

-手術室-集中治療室（に U) • 冠状動脈疾 
患監視病室 (CCU) には、本機を持ち込 
まないでください。 

-病棟内では、本機の電源を切ってくださ 
い。 

-□ビーなど、携帯電話の使用を許可された 
場所であってを、近くに医用電気機器びあ 
るとさは本機の電源を切ってください。 

-医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止 
などの場所を定めている場合は、その医療 
機関の指示に従ってください。 

■満員電車などの混雑した場所にいるとき 
は、本機の電源を切ってください。付近に植 
込み型，こ、臓ペースメーカおよび植&み型除細 
動器を装着されている方がいる可能性があり 
ます。 

電波により、植込み型必臓ペースメーカおよ 
び植込み型除細動器び誤動作するなどの影響 
を与える場合びあります。 


ソフトウェア更巧 


ネットワークを利用して本機のソフトウェア更新 

が必要かどラかを確認し、必要なとさには更新が 

でさます。 

•確認/更新には、通信料はかかりません。 

• ソフトウェア更新には、約30分程度かかる場 
合びあります。更新び完了するまで、本機は 
使用でさません。 

•電池びフル充電の状態（充電してを着信/充 
電ランプび点灯しない状態）で行ってくださ 
い。 

• ソフトウェア更新は電波状態のよいところで、 
移動せずに行ってください。 

•ソフトウェア更新中は、ほかの機能は操作で 
さません。 

• 必要なデータはソフトウェア更新前にバック 
アップすることをおすすめします（一部ダウ 
ン□ードしたデータなどは、バックアップで 
さない場合をあります)。ソフトウェア更新前 
に本機に登録されたデータはそのまま残りま 
すび、本機の状況（故障など）により、デー 
夕び失われる可能性びあります。データ消失 
に関しては、当社は責任を負いかねますので、 
あらかじめご了承ください。 

• ソフトウェア更新中は絶対に電池パックや 
USIM カードを取り外したり、電源を切らない 
でください。更新に失敗することびあります。 

• ソフトウてア更新に失敗すると、本機び使用 
でさなくなることびあります。その場合はお 
問い合わせ先（なお問い合わせ先一覧）まで 
ご連絡ください。 


① 待受画面で因■- 設定 

② 一般設定ーソフトウェア更新 

③ ソフトウェア更新 一圖 [ Yes ] 

④ 画面に従って操作 

更新用データのダウン□ード完了後、自動的に再 
起動を行い、ソフトウェア更新が開始されます。 
「ソフトウェア更新完了しました。」と表示された 
あと、再び再起動を行い、更新完了のお知5せア 
イコンが表示されます。 



ソフトウエア更新後に再起動しなかった場台 
は、電池パックをいったん取り外したあと再 
度取り付け、電源を入れ直してください。そ 
れでも起動しないときは、ソフトバンクの故 
障受付（なお問い台わせ巧一覧）にご相談く 
ださい。 


主な仕様 


■ 940 P 


質量（電池パック装着時） 

約149旨 

サイズ（閉じた状態） 

約已 0X1 ]2 
X 1 8.8mm 

連続待受時間 x’l 
(閉じた状態） 

3 G 

約640時間 

GSM 

約370時間 

連続通話時間 x ’2 

3 G 

約220分 

TV コール 

約120分 

GSM 

約230分 

デジタルテレビ 
視聴時間 X ’ 3 

通常時 

約 3.7 時間 

ECO モード時 

約 6.3 時間 

充電時間 X ’ 4 

急速充電器 

約130分 

シガーライター 
巧電器 

約130分 

最大出力 

3 G 

0.2己 W 

GSM 

2.0 W 


充電を満たした新品の電池パックを装着し、本機を閉じた状 
態で通話や操作をせず、電波を正常に受信でさる状態で算出し 
た、時間の目を。《2充電を満たした新品の電池パックを装着 
し、電波を正常に送受信でさる状態で算出した、通話に使用でさ 
る時間の目安。《3電波を正常に受信できる状態で、イヤホン 
マイクを使用して視聴できる時間の目を。※4本機を温度己で〜 
3己での範囲で充電した場合の目安。 

参上記は、電池パック装着時の数値です。参電池の充電状態、機 
能設定状況、気温などの使用環境や利用場所の電波状態などによ 
り、ご利用可能時間び変動します。 ♦ S ! アプ IJ を起動させた状態 
での通話時間および待受時間は著し <短 < なることびあります。 


■電池パック 


電圧 

3.7V 1 容量 1 SOOmAh 

使用電池 

U チウムイオン電池 

サイズ 

約4已 X4 .已 X37mm 


参定格/仕様およびが観は、性能向上のため予告な<変更するこ 
とびあります。 


巧証とアフターヴービス 


■保証について 

本機をお買い上げいただいた場台は、保証書が付 

いてお0ます。 

• お買い上げ店名、お買い上げ曰をご確認くださし、。 

• 内容をよくお読みのうえ、大切に保管してくださ 
い。 

• 保証期間は、保証書をご覽ください。 

修理を依頼される場合、お問い合わせ先（なお問 
い合わせ先一覧）または最畜りのソフトバンク 
ショップへご相談ください。その際でをるだけ詳 
しく異常の状態をお聞かせください。 

• 保証期間中は保証書の記載内容に基づいて修理い 
たします。 

♦保証期間後の修理につきましては、修理により機 
能が維持できる場合は、ご要望により有償修理い 
たします。 


本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話 
などの機会を逸したために、お客様、または第兰ちが 
受け 6 れた損害につきましては、当社は責任を負いか 
ねますのであ 6 かじめご了承ください。 

• 故障または修理により、お客様が登録/設定した内 
客が消失 / 変化する場合がありますので、大切な電 
話帳などは控えをとっておかれることをおすすめし 
ます。 

なお、故障または修理の際に本機に登録したデータ 
( 電話帳 / 画像 / 音楽など）や設定した内客が消失 
/ 勁ヒした場合の損喜につきましては、当社は責任 
を負いかねますのであ 5 かじめご了承ください。 

• 本製品を分解 / 改造ずると、電波法にふれることび 
あります。また、改造された場合は修理をお引き受 
けでをませんので、ごま意ください。 

アフターサービス についてご不明な点は、最寄りのソ 
フトバンクショップまたはお問い合わせ先（なお問い 
合わせ先一覧）までご連絡ください。 





























































































































































